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二
〇
一
四
年
度
の
調
査
で
発
見
さ
れ
た
碑
文
は
、
聖
堂
南
側
廊
外

側
の
付
属
礼
拝
堂
お
よ
び
外
拝
廊
か
ら
外
部
へ
通
ず
る
南
西
通
路
の

堆
積
土
と
瓦
礫
を
除
去
し
た
際
に
出
土
し
た
も
の
に
限
定
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
礼
拝
堂
第
２
室
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
が
三
点
、
南
西

通
路
に
据
え
付
け
ら
れ
た
形
で
埋
も
れ
て
い
た
も
の
が
一
点
、
瓦
礫

除
去
の
作
業
過
程
で
放
置
さ
れ
て
い
た
石
（
Ｇ-

５
７
）
が
移
動

さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
碑
文
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
が
一

点
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
内
陣
の
床
面
を
出
し
た
際
に
、
内
陣
を
仕

切
る
敷
石
に
刻
ま
れ
て
い
た
石
工
に
よ
る
マ
ー
ク
が
数
点
確
認
さ
れ

た
。
碑
文
の
う
ち
一
点
は
、
二
〇
一
〇
年
度
に
確
認
さ
れ
て
い
た
碑

文
断
片
Ｇ-

５
２
と
同
一
の
碑
文
に
属
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た（

（
（

。

以
下
、本
年
の
調
査
で
出
土
し
た
碑
文
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

（
一
）
礼
拝
堂
第
２
室
出
土
の
建
築
部
材
に
転
用
さ
れ
た
顕
彰
像
台

座
（
図
１
ａ
〜
図
１
ｃ
）

　
現
存
部
分
、
横
幅
最
大
〇
．四
一
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
（
縦
）
〇
．

二
九
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
〇
．三
八
メ
ー
ト
ル
の
石
灰
岩
の
台
座
断
片
。

碑
面
を
の
ぞ
き
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
面
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
正
面
と
右

側
面
の
エ
ッ
ジ
は
一
見
す
る
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
よ
う
に
見
え
る
が
、

断
面
は
か
な
り
粗
く
カ
ッ
ト
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
考
え
る
の
は
難
し

い
。
転
用
時
に
切
り
落
と
さ
れ
た
断
面
が
そ
の
よ
う
に
見
え
る
だ
け

だ
と
思
わ
れ
る
。
発
見
場
所
か
ら
し
て
、
聖
堂
の
南
壁
の
壁
材
と
し

調
査
報
告

ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
出
土
碑
文
の
概
要（
五
）二
〇
一
四
年
度
の
発
掘
か
ら

師
　
尾
　
晶
　
子

キ
ー
ワ
ー
ド

　
碑
文
　
ス
ポ
リ
ア
　
転
用
材
　
顕
彰
像
台
座
　
司
教
座
聖
堂
　
ト
ロ
ス
　
リ
キ
ア



－  369  －

史
苑
（
第
七
五
巻
第
二
号
）

て
再
利
用
さ
れ
て
い
た
も
の
が
落
下
し
て
埋
没
し
て
い
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。
こ
の
石
は
、
そ
の
発
見
場
所
、
内
容
、
字
体
と
刻
文
の

特
徴
か
ら
、
二
〇
一
〇
年
度
の
調
査
で
聖
堂
の
南
壁
外
側
に
瓦
礫
と

し
て
積
み
重
な
り
放
置
さ
れ
て
い
た
石
（
Ｇ-

５
２
、
図
１
ｃ
）
と

同
じ
碑
文
に
属
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
Ｇ-

５
２
は
現
在

お
そ
ら
く
フ
ェ
テ
ィ
エ
博
物
館
の
デ
ポ
に
収
蔵
さ
れ
て
お
り
（
未
確

認
だ
が
現
地
か
ら
運
び
出
さ
れ
て
い
る
）、
今
回
両
石
を
実
見
し
て

比
較
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
新
断
片
と
な
る
今
年
度
出
土
の
碑
文
の
現
存
部
分
は
三
行
か
ら
な

る
。
一
行
目
と
二
行
目
の
間
隔
が
〇
．〇
五
五
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
と

大
き
く
あ
い
て
い
る
。
現
存
部
分
に
文
字
は
刻
ま
れ
て
い
な
い
も
の

の
、
後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
間
隔
は
一
行
分
に
あ
た
る
。
一
行
目
の

文
字
は
、
二
行
目
、
三
行
目
に
比
し
て
小
さ
く
刻
ま
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
一
行
目
の
文
字
の
高
さ
は
〇
．〇
〇
二
二
〜
〇
．〇
〇
二
五

メ
ー
ト
ル
（
オ
ミ
ク
ロ
ン
［
　
］
の
直
径
は
〇
．〇
〇
二
三
メ
ー
ト

ル
、
イ
オ
タ
［
　
］
は
〇
．〇
〇
一
八
五
メ
ー
ト
ル
）、
行
間
は
〇
．

〇
〇
一
〜
〇
．〇
〇
一
四
メ
ー
ト
ル
、
二
行
目
お
よ
び
三
行
目
の
文

字
の
高
さ
は
〇
．〇
〇
二
九
〜
〇
．〇
〇
三
五
メ
ー
ト
ル
で
（
オ
ミ
ク

ロ
ン
［
　
］
の
直
径
は
二
行
目
の
一
つ
目
が
〇
．〇
〇
二
九
メ
ー
ト

ル
、
そ
の
他
は
〇
．〇
〇
三
二
メ
ー
ト
ル
、
ミ
ュ
ー
［
　
］
は
高
さ

〇
．〇
〇
二
九
メ
ー
ト
ル
、
ベ
ー
タ
［
　
］
は
高
さ
〇
．〇
〇
三
五
五

メ
ー
ト
ル
）、
二
行
目
よ
り
も
三
行
目
が
若
干
大
き
め
に
、
ま
た
間

隔
も
広
め
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
ア
ル
フ
ァ
は
水
平
線
が
く
さ
び
形
に

曲
が
っ
た
ア
ル
フ
ァ
（ 

　
）
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
オ
メ
ガ
は
通

常
の
オ
メ
ガ
（ 

　
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
全
体
的
に
典
型
的
な

一
〜
二
世
紀
の
字
体
で
あ
る
。

　
新
断
片
の
碑
文
は
空
白
行
を
入
れ
て
四
行
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
読
め

る
。
二
〇
一
〇
年
度
に
発
見
さ
れ
た
Ｇ-

５
２
は
四
行
の
う
ち
最
初

の
三
行
が
の
こ
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
読
め
て
い
た
。
両
断
片
の
状

況
か
ら
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
碑
文
の
末
部
で
あ
る
と
考
え
て

よ
い
だ
ろ
う
。
上
部
が
ど
れ
ほ
ど
欠
落
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は

不
明
で
あ
る
。

　
Ｇ-

５
２
と
新
断
片
と
を
合
わ
せ
る
と
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う
な

テ
キ
ス
ト
が
復
元
で
き
る
。
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初校	
 校正箇所	
 （師尾） 
 
＊	
 全体について 
０．００５メートルなどの少数点が中黒になっています。これを右寄せに変

更して下さい。該当箇所に黄色いマークをつけてあります。 
 

2頁 
上段 4行目	
 図 1ｃ⇒ゴシック体に	
 図１ｃ 
上段おわりから 7行目	
 イオタのアルファベットをアイからイオタにする 

	
 I	
 ⇒	
 Ι	
  
 
3頁 
上段 1行目	
 εδει	
 が脱落	
 （おそらく１行に入りきらなかったのだと思います。
入らない場合以下のようにしていただけますか？） 

 
1 ---[πατρὶ πατρίδ]ος, ὑ[πάτωι τὸ -,  ὑπάτωι] ἀ̣πο- 

    	
 	
 	
 δεδει 

2 γμένωι [τὸ -],  

3 [--------------------φι]λοκαίσαρες [καὶ φι]λορωμαῖοι 

4       [του? Σε]βαστοῦ 

 
入るようでしたら、以下のようにお願いいたします。 
 
1 ---[πατρὶ πατρίδ]ος, ὑ[πάτωι τὸ -,  ὑπάτωι] ἀ̣ποδεδει 

2 γμένωι [τὸ -],  

3 [--------------------φι]λοκαίσαρες [καὶ φι]λορωμαῖοι 

4       [του? Σε]βαστοῦ 

 
○	
 ○の友人（たち）の表現⇒	
 ○○を愛する者（たち）	
 に置き換え 
アウグストゥスの友人	
 ⇒	
 愛帝者	
 に置き換え 
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ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
出
土
碑
文
の
概
要
（
五
）
二
〇
一
四
年
度
の
発
掘
か
ら
（
師
尾
）

　
具
体
的
に
ど
の
皇
帝
を
指
し
て
い
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

現
存
部
分
を
復
元
と
と
も
に
訳
出
す
る
な
ら
、
お
お
む
ね
以
下
の
よ

う
な
内
容
と
な
る
。「----

、
祖
国
の
父
、
コ
ン
ス
ル
○
回
目
、
予
定

コ
ン
ス
ル
○
回
目
（
た
る
皇
帝
○
○
）
に
。『
皇
帝
を
愛
す
る
者
た

ち
に
し
て
ロ
ー
マ
人
を
愛
す
る
者
た
ち
』･･･
が
顕
彰
し
た
。」

　
刻
文
の
特
徴
と
し
て
は
、
顕
彰
者
ら
の
方
が
被
顕
彰
者
た
る
皇
帝

の
名
よ
り
も
大
き
く
目
立
つ
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
る
。
顕
彰
碑
文
に
よ
く
見
ら
れ
る
特
徴
の
一
つ
で
あ
る（

（
（

。

ま
た
被
顕
彰
者
は
、
二
行
目
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
与
格
で
表
さ
れ

て
い
る
。

　「
皇
帝
を
愛
す
る
者
た
ち
に
し
て
ロ
ー
マ
人
を
愛
す
る
者
た
ち

（philokaisar kai philorom
aios

）
と
い
う
称
号
は
、
他
地
域
で

は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
リ
キ
ア
で
は
公
刊
さ
れ
て
い
る
碑
文
を
見
る

限
り
で
は
初
出
で
あ
る
。
類
例
と
し
て
は
、
ト
ロ
ス
出
土
の
顕
彰
碑

文
で
「
愛
帝
者
に
し
て
ロ
ー
マ
人
を
愛
す
る
者
（philosebastos 

kai philorom
aios

）」
を
顕
彰
し
た
も
の
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ

が
唯
一
の
事
例
と
な
る（

（
（

。
公
刊
碑
文
を
見
る
限
り
、リ
キ
ア
で
は「
愛

国
者
（philopatris

）」
の
称
号
は
比
較
的
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
が
、

「
皇
帝
を
愛
す
る
者
（philokaisar

）」、「
ロ
ー
マ
人
を
愛
す
る
者

（philorom
aios

）」、「
愛
帝
者
（philosebastos

）」
と
い
っ
た
ロ

ー
マ
な
い
し
ロ
ー
マ
皇
帝
を
崇
敬
す
る
表
現
は
上
記
の
ト
ロ
ス
出
土

の
碑
文
を
の
ぞ
い
て
知
ら
れ
て
い
な
い
。
出
土
碑
文
で
「
皇
帝
を
愛

す
る
者
た
ち
に
し
て
ロ
ー
マ
人
を
愛
す
る
者
た
ち
」
と
い
う
称
号
を

ま
と
っ
た
者
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
役
職
者
あ
る
い
は
身
分
の
者
な
の

か
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
判
明
し
な
い
。

（
二
）
礼
拝
堂
第
２
室
出
土
の
建
築
部
材
に
転
用
さ
れ
た
顕
彰
像
台

座
（
図
２
ａ
〜
図
２
ｂ
）

　
礼
拝
堂
第
２
室
の
よ
り
祭
壇
部
に
近
い
と
こ
ろ
か
ら
出
土
し
た
こ

の
石
は
、
横
幅
最
大
〇
．六
四
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
最
大
〇
．三
七
五
メ

ー
ト
ル
、
厚
さ
〇
．〇
二
八
メ
ー
ト
ル
の
碑
文
断
片
。
底
面
は
オ
リ

ジ
ナ
ル
で
あ
る（
図
２
ｂ
）。現
存
す
る
碑
文
は
末
部
の
三
行
で
あ
る
。

　
文
字
の
高
さ
は
〇
．〇
三
〜
〇
．〇
三
六
メ
ー
ト
ル
で
、
オ
ミ
ク
ロ

ン
（    

）
お
よ
び
シ
ー
タ
（    

）
は
真
円
形
に
近
く
、
直
径
は
〇
．

〇
三
五
〜
〇
．〇
三
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
水
平
線
が
く
さ
び
形
に

曲
が
っ
た
ア
ル
フ
ァ
（    

）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
字
体
か
ら
は

一
〜
二
世
紀
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　
現
存
の
文
字
か
ら
、
リ
キ
ア
人
の
コ
イ
ノ
ン
に
よ
る
ア
ウ
グ
ス
タ

初
校
	
 
校
正
箇
所
	
 
（
師
尾
）

 
 ＊
	
 
全
体
に
つ
い
て

 
０
．
０
０
５
メ
ー
ト
ル
な
ど
の
少
数
点
が
中
黒
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
右
寄
せ
に
変

更
し
て
下
さ
い
。
該
当
箇
所
に
黄
色
い
マ
ー
ク
を
つ
け
て
あ
り
ま
す
。

 
 

2
頁

 
上
段

4
行
目
	
 
図

1
ｃ
⇒
ゴ
シ
ッ
ク
体
に
	
 
図
１
ｃ

 
上
段
お
わ
り
か
ら

7
行
目
	
 
イ
オ
タ
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
ア
イ
か
ら
イ
オ
タ
に
す
る

 
	
 

I	
 
⇒
	
 
Ι	
 

 
 3
頁

 
上
段

1
行
目
	
 
εδει	
 

が
脱
落
	
 
（
お
そ
ら
く
１
行
に
入
り
き
ら
な
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

入
ら
な
い
場
合
以
下
の
よ
う
に
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？
）

 

 1 ---[π
ατρὶ π

ατρίδ]ος, ὑ[π
άτω

ι τὸ -,  ὑπ
άτω

ι] ἀ̣π
ο- 

    
	
 
	
 
	
 
δεδει 

2 γμένω
ι [τὸ -],  

3 [--------------------φι]λοκαίσαρες [καὶ φι]λορω
μαῖοι 

4 
     

 
[του? Σ

ε]βαστοῦ 

 入
る
よ
う
で
し
た
ら
、
以
下
の
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
 1 ---[π

ατρὶ π
ατρίδ]ος, ὑ[π

άτω
ι τὸ -,  ὑπ

άτω
ι] ἀ̣π

οδεδει 

2 γμένω
ι [τὸ -],  

3 [--------------------φι]λοκαίσαρες [καὶ φι]λορω
μαῖοι 

4 
     

 
[του? Σ

ε]βαστοῦ 

 ○
	
 
○
の
友
人
（
た
ち
）
の
表
現
⇒
	
 
○
○
を
愛
す
る
者
（
た
ち
）
	
 
に
置
き
換
え

 
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
友
人
	
 
⇒
	
 
愛
帝
者
	
 
に
置
き
換
え
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2頁 
Ο    Μ    Β        𐊶𐊶 
 
3頁 
Ο    Θ        Α 

 

4頁 
     

 

ギリシア語 

2頁上段 

---Α̣ΠΟΔΕΔΕΙ| vacat | [---ΦΙ]ΛΟΡΩΜΑΙΟΙ| [---ΣΕ]ΒΑΣΤΟΥ 

 

ΟΣ Υ---| ΓΜΕΝΩΙ --- | [--ΦΙ]ΛΟΚΑΙΣΑΡΕΣ--- 

 

２ページ下段 

[---ΣΕ]ΒΑΣΤΟΥ 

 

1 ---ΟΣ Υ[ΠΑΤΩΙ ΤΟ -, ΥΠΑΤΩΙ] Α̣ΠΟΔΕΔΕΙ 

2 ΓΜΕΝΩΙ [ΤΟ -], 

3 [ΦΙ]ΛΟΚΑΙΣΑΡΕΣ [ΚΑΙ ΦΙ]ΛΟΡΩΜΑΙΟΙ 

4      [ΤΟΥ? ΣΕ]ΒΑΣΤΟΥ 

 

1 ---[πατρὶ πατρίδ]ος, ὑ[πάτωι τὸ -,  ὑπάτωι] ἀπ̣οδεδει 

2 γμένωι [τὸ -],  

3 [--------------------φι]λοκαίσαρες [καὶ φι]λορωμαῖοι 

4       [του? Σε]βαστοῦ 

 

3ページ下段 

[----Σ]ε̣βαστήν| [---]οῦ θυγατέ|[ρα Λυκίω]ν̣ τὸ Κοίνον 
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史
苑
（
第
七
五
巻
第
二
号
）

（Sebastê

）
の
称
号
を
持
つ
女
性
へ
の
顕
彰
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。被
顕
彰
者
で
あ
る
ア
ウ
グ
ス
タ
は
対
格
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

確
実
に
読
め
る
の
は 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
○
○
の
娘
で
あ
る
○
○
・
ア
ウ
グ
ス
タ

を
リ
キ
ア
人
の
コ
イ
ノ
ン
が
［
顕
彰
し
た
］）
と
復
元
で
き
る
。
一

行
目
お
よ
び
二
行
目
の
欠
損
部
分
に
入
る
固
有
名
詞
は
明
ら
か
で
は

な
い
。
た
だ
し
、リ
キ
ア
人
の
コ
イ
ノ
ン
に
よ
る
顕
彰
で
あ
る
こ
と
、

被
顕
彰
者
が
ア
ウ
グ
ス
タ
の
称
号
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
三
行

目
か
ら
欠
損
文
字
数
が
七
、八
文
字
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
安

易
な
同
定
は
で
き
な
い
も
の
の
、
あ
る
程
度
絞
る
こ
と
は
可
能
だ
と

思
わ
れ
る（

（
（

。

（
三
）
礼
拝
堂
第
２
室
出
土
の
建
築
部
材
に
転
用
さ
れ
た
碑
石
の
断

片
（
図
３
ａ
〜
図
３
ｂ
）

　
二
つ
に
割
れ
た
状
態
で
出
土
し
た
碑
文
の
断
片
二
片
。
断
片
Ａ
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
底
面
が
残
さ
れ
て
い
る
（
図
３
ｂ
）。
現
存
部
分
の

碑
面
は
、
断
片
Ａ
が
幅
最
大
〇
．一
一
二
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
最
大
〇
．

一
二
五
メ
ー
ト
ル
で
、
断
片
Ｂ
が
幅
最
大
〇
．一
三
五
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
最
大
〇
．一
六
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
二
断
片
を
接
合
す
る
と
、

高
さ
は
〇
．二
九
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
な
る
。
上
記
（
二
）
の
碑
文
断

片
と
ほ
ぼ
同
じ
場
所
か
ら
出
土
し
た
。
碑
文
の
現
存
部
分
は
五
行
か

ら
な
り
、
最
終
行
と
底
面
と
の
間
は
行
間
は
〇
．一
六
五
メ
ー
ト
ル

あ
る
。
文
字
の
大
き
さ
は
〇
．〇
二
五
五
〜
〇
．〇
三
メ
ー
ト
ル
。
水
平

線
が
直
線
の
ア
ル
フ
ァ
（    

）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
石
の
形
状
、
刻

文
の
ス
タ
イ
ル
か
ら
、
顕
彰
碑
と
思
わ
れ
る
。
二
行
目

か
ら
ア
ウ
レ
リ
オ
ス
・
ラ
リ
コ
ス

な
る
人
物
が
お
そ
ら
く
被
顕
彰
者
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る（

（
（

。
三
行
目

　
　
　
　
は
お
そ
ら
く
　  　
　
　

 

の
女
性
形
の
変
化
形
（
す
な
わ

ち
女
孫
）
と
思
わ
れ
る
が
、前
後
関
係
は
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。

五
行
目
す
な
わ
ち
最
終
行
の
　
　
　
　
は
　
　
　
　
　
　
　
の
部
分

で
、
顕
彰
主
体
た
る
「
リ
ュ
キ
ア
人
の
エ
ト
ノ
ス
の
メ
ト
ロ
ポ
リ

ス
で
あ
る
ト
ロ
ス
人
の
ポ
リ
ス
（
あ
る
い
は
参
事
会
と
民
会
な
ど
）」

を
示
す
句
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。

（
四
）
水
盤
と
し
て
再
利
用
さ
れ
た
葬
礼
記
念
碑
（
図
４
ａ
〜
４
ｃ
）

　
南
側
の
外
拝
廊
か
ら
ク
ロ
ノ
ス
神
殿
方
面
に
連
な
る
付
属
礼
拝
堂

の
西
側
を
通
る
通
路
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
発
見
時
の
状
況
に
つ
い
て

は
本
誌
浦
野
論
文
の
該
当
ペ
ー
ジ
を
参
照
さ
れ
た
い
。
上
部
の
凸
状

輪
郭
装
飾(

モ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ)

の
縁
の
部
分
が
切
り
落
と
さ
れ
て

す
り
鉢
状
に
削
ら
れ
、
お
そ
ら
く
は
水
盤
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う

に
加
工
さ
れ
て
い
た（
図
４
ｃ
）。
高
さ
は
現
存
〇
．四
七
メ
ー
ト
ル
、

直
径
〇
．四
七
メ
ー
ト
ル
で
、
上
部
が
切
り
取
ら
れ
る
前
の
高
さ
は

〇
．五
五
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
碑
面
の
大
部
分

は
の
み
で
粗
く
つ
ぶ
さ
れ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
読
み
と
れ
な
い
状
況

4
ペ
ー
ジ
上
段

 

Ρ 
･ ΛΑΡΙΧ

̣ 

 （
[Αὐ]ρ(ήλιος) Λάριχος）

 

 ΓΓΟ
Ν

Η
 

 Μ
Η
Τ
Ρ̣ 

 μητρόπ
ολις 

 4
ペ
ー
ジ
下
段

 

---Α̣ΣΤ
---| ---Ο

ΛΙΣ 

 Σεβαστός 

 Τ
λω

έω
ν ἡ π

όλις 

 Τ
λω

έω
ν ἡ π

όλις ἡ τοῦ Λυκίω
ν ἔθνους μητρόπ

ολις 

 註
 

註
3

 

[φι]λοσέ|[βαστόν τε καὶ φιλ]ορώ
μαι|̣[ον]. 

 註
4 

Ἰουλίαν Σεβασ|τὴν θυγατέρα| θεοῦ Τ
ίτου Π

ιναρέω
ν ἡ βου|λὴ καὶ ὁ δῆμος. Δομετίαν 

Σε|βαστὴν Π
ιναρέω

ν ἡ βουλὴ καὶ ὁ δῆμος. 

  

ギ
リ
シ
ア
語
フ
ォ
ン
ト
分

 
縦
書
き
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

 
2
頁

 
Ο
    Μ

    Β    


 
 
 
 𐊶𐊶

 
 3
頁

 
Ο
    Θ

    


 
 
  Α

 

 4
頁

 


 
 
 
 
 

 ギ
リ
シ
ア
語

 

2
頁
上
段

 

---Α
̣Π
Ο
Δ
Ε
Δ
Ε
Ι| vacat | [---Φ

Ι]ΛΟ
ΡΩ

Μ
ΑΙΟ

Ι| [---ΣΕ]ΒΑΣΤ
Ο

Υ 

 Ο
Σ Υ---| ΓΜ

ΕΝ
Ω

Ι --- | [--Φ
Ι]ΛΟ

ΚΑΙΣΑΡΕΣ--- 

 ２
ペ
ー
ジ
下
段

 

[---ΣΕ]ΒΑΣΤ
Ο

Υ 

 1 ---Ο
Σ Υ[Π

ΑΤ
Ω
Ι Τ

Ο
 -, ΥΠ

ΑΤ
Ω
Ι] Α̣Π

Ο
ΔΕΔΕΙ 

2 ΓΜ
ΕΝ

Ω
Ι [Τ

Ο
 -], 

3 [Φ
Ι]ΛΟ

ΚΑΙΣΑΡΕΣ [ΚΑΙ Φ
Ι]ΛΟ

ΡΩ
Μ

ΑΙΟ
Ι 

4  
 

   [Τ
Ο

Υ? ΣΕ]ΒΑΣΤ
Ο

Υ 

 1 ---[π
ατρὶ π

ατρίδ]ος, ὑ[π
ά

τω
ι τὸ -,  ὑπ

ά
τω

ι] ἀ
π̣

οδεδει 

2 γ
μένω

ι [τὸ -],  

3 [--------------------φι]λοκαίσαρες [καὶ φι]λορω
μαῖοι 

4 
     

 
[του? Σ

ε]βαστοῦ 

 3
ペ
ー
ジ
下
段

 

[----Σ
]ε̣βαστήν| [---]οῦ θυγ

ατέ|[ρα Λ
υκίω

]ν̣ τὸ Κ
οίνον 

 

ギ
リ
シ
ア
語
フ
ォ
ン
ト
分

 
縦
書
き
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

 
2
頁

 
Ο
    Μ

    Β    


 
 
 
 𐊶𐊶

 
 3
頁

 
Ο
    Θ

    


 
 
  Α

 

 4
頁

 


 
 
 
 
 

 ギ
リ
シ
ア
語

 

2
頁
上
段

 

---Α
̣Π
Ο
Δ
Ε
Δ
Ε
Ι| vacat | [---Φ

Ι]ΛΟ
ΡΩ

Μ
ΑΙΟ

Ι| [---ΣΕ]ΒΑΣΤ
Ο

Υ 

 Ο
Σ Υ---| ΓΜ

ΕΝ
Ω

Ι --- | [--Φ
Ι]ΛΟ

ΚΑΙΣΑΡΕΣ--- 

 ２
ペ
ー
ジ
下
段

 

[---ΣΕ]ΒΑΣΤ
Ο

Υ 

 1 ---Ο
Σ Υ[Π

ΑΤ
Ω
Ι Τ

Ο
 -, ΥΠ

ΑΤ
Ω
Ι] Α̣Π

Ο
ΔΕΔΕΙ 

2 ΓΜ
ΕΝ

Ω
Ι [Τ

Ο
 -], 

3 [Φ
Ι]ΛΟ

ΚΑΙΣΑΡΕΣ [ΚΑΙ Φ
Ι]ΛΟ

ΡΩ
Μ

ΑΙΟ
Ι 

4  
 

   [Τ
Ο

Υ? ΣΕ]ΒΑΣΤ
Ο

Υ 

 1 ---[π
ατρὶ π

ατρίδ]ος, ὑ[π
ά

τω
ι τὸ -,  ὑπ

ά
τω

ι] ἀ
π̣

οδεδει 

2 γ
μένω

ι [τὸ -],  

3 [--------------------φι]λοκαίσαρες [καὶ φι]λορω
μαῖοι 

4 
     

 
[του? Σ

ε]βαστοῦ 

 3
ペ
ー
ジ
下
段

 

[----Σ
]ε̣βαστήν| [---]οῦ θυγ

ατέ|[ρα Λ
υκίω

]ν̣ τὸ Κ
οίνον 

 

4
ペ
ー
ジ
上
段

 

Ρ 
･ ΛΑΡΙΧ

̣ 

 （
[Αὐ]ρ(ήλιος) Λάριχος）

 

 ΓΓΟ
Ν

Η
 

 Μ
Η
Τ
Ρ̣ 

 μητρόπ
ολις 

 4
ペ
ー
ジ
下
段

 

---Α̣ΣΤ
---| ---Ο

ΛΙΣ 

 Σεβαστός 

 Τ
λω

έω
ν ἡ π

όλις 

 Τ
λω

έω
ν ἡ π

όλις ἡ τοῦ Λυκίω
ν ἔθνους μητρόπ

ολις 

 註
 

註
3

 

[φι]λοσέ|[βαστόν τε καὶ φιλ]ορώ
μαι|̣[ον]. 

 註
4 

Ἰουλίαν Σεβασ|τὴν θυγατέρα| θεοῦ Τ
ίτου Π

ιναρέω
ν ἡ βου|λὴ καὶ ὁ δῆμος. Δομετίαν 

Σε|βαστὴν Π
ιναρέω

ν ἡ βουλὴ καὶ ὁ δῆμος. 

  

4
ペ
ー
ジ
上
段

 

Ρ 
･ ΛΑΡΙΧ

 ̣

 （
[Αὐ]ρ(ήλιος) Λάριχος）

 

 ΓΓΟ
Ν

Η
 

 Μ
Η
Τ
Ρ̣ 

 μητρόπ
ολις 

 4
ペ
ー
ジ
下
段

 

---Α̣ΣΤ
---| ---Ο

ΛΙΣ 

 Σεβαστός 

 Τ
λω

έω
ν ἡ π

όλις 

 Τ
λω

έω
ν ἡ π

όλις ἡ τοῦ Λυκίω
ν ἔθνους μητρόπ

ολις 

 註
 

註
3

 

[φι]λοσέ|[βαστόν τε καὶ φιλ]ορώ
μαι|̣[ον]. 

 註
4 

Ἰουλίαν Σεβασ|τὴν θυγατέρα| θεοῦ Τ
ίτου Π

ιναρέω
ν ἡ βου|λὴ καὶ ὁ δῆμος. Δομετίαν 

Σε|βαστὴν Π
ιναρέω

ν ἡ βουλὴ καὶ ὁ δῆμος. 

  

4
ペ
ー
ジ
上
段

 

Ρ 
･ ΛΑΡΙΧ

 ̣

 （
[Αὐ]ρ(ήλιος) Λάριχος）

 

 ΓΓΟ
Ν

Η
 

 Μ
Η
Τ
Ρ̣ 

 μητρόπ
ολις 

 4
ペ
ー
ジ
下
段

 

---Α̣ΣΤ
---| ---Ο

ΛΙΣ 

 Σεβαστός 

 Τ
λω

έω
ν ἡ π

όλις 

 Τ
λω

έω
ν ἡ π

όλις ἡ τοῦ Λυκίω
ν ἔθνους μητρόπ

ολις 

 註
 

註
3

 

[φι]λοσέ|[βαστόν τε καὶ φιλ]ορώ
μαι|̣[ον]. 

 註
4 

Ἰουλίαν Σεβασ|τὴν θυγατέρα| θεοῦ Τ
ίτου Π

ιναρέω
ν ἡ βου|λὴ καὶ ὁ δῆμος. Δομετίαν 

Σε|βαστὴν Π
ιναρέω

ν ἡ βουλὴ καὶ ὁ δῆμος. 

  

4
ペ
ー
ジ
上
段

 

Ρ 
･ ΛΑΡΙΧ

̣ 

 （
[Αὐ]ρ(ήλιος) Λάριχος）

 

 ΓΓΟ
Ν

Η
 

 Μ
Η
Τ
Ρ̣ 

 μητρόπ
ολις 

 4
ペ
ー
ジ
下
段

 

---Α̣ΣΤ
---| ---Ο

ΛΙΣ 

 Σεβαστός 

 Τ
λω

έω
ν ἡ π

όλις 

 Τ
λω

έω
ν ἡ π

όλις ἡ τοῦ Λυκίω
ν ἔθνους μητρόπ

ολις 

 註
 

註
3

 

[φι]λοσέ|[βαστόν τε καὶ φιλ]ορώ
μαι|̣[ον]. 

 註
4 

Ἰουλίαν Σεβασ|τὴν θυγατέρα| θεοῦ Τ
ίτου Π

ιναρέω
ν ἡ βου|λὴ καὶ ὁ δῆμος. Δομετίαν 

Σε|βαστὴν Π
ιναρέω

ν ἡ βουλὴ καὶ ὁ δῆμος. 

  

4頁 
下段 2行目	
 	
 ⇒	
 Α	
 	
 アルファですが形が異なります 
 
下段 6行目	
 □κγονος	
 ⇒	
 ἔκγονος	
 	
  
 
下段 10行目	
 評議会	
 ⇒	
 参事会 
 
下段後ろから 7行目	
 浦野論文●頁	
 ⇒	
 浦野論文の該当ページ 
	
 

5頁	
 上段2行目	
 a	
 ⇒	
 	
 	
 ４ページ下段２行目の修正前のアルファ 

 

6頁	
 註3に追加	
 （一文ではなく長くなりまして申し訳ありません）	
 

	
 

philokaisarおよびphiloaugustusはともにカエサルないしアウグストゥスの称

号を有する皇帝に対する崇敬者をあらわす表現として使われ、直訳すればどち

らも「皇帝を愛する者」となる。「ローマを愛する者」（philoromaios）と同

様に、何ら実態をともなわない｢皇帝親派｣「皇帝びいき」を示す表現ではなく、

当該ポリスにおいて重要な役職についていた者や集団、とりわけ皇帝礼拝にか

かわる神官職についていた者や集団に与えられた名誉称号と解釈されている。

L. Robert, “Le culte de Caligula à Milet et la province d’Asie,” Hellenica 7 
(1949) 206-238, esp. 211-212、C. Veligianni, “Philos und Philos-Komposita in 
den griechischen Inschriften der Kaiserzeit,” in M. Peachin (ed.) Aspects of 
Friendship in the Graeco-Roman World (JRA Supplementary Series 43) 2001, 
63-80を参照。	
 

4
頁

 
下
段

2
行
目
	
 

	
 
⇒
	
 
Α
	
 
	
 
ア
ル
フ
ァ
で
す
が
形
が
異
な
り
ま
す

 
 下
段

6
行
目
	
 
□
κγονος	
 

⇒
	
 
ἔκγονος	
 

	
 
 

 下
段

10
行
目
	
 
評
議
会
	
 
⇒
	
 
参
事
会

 
 下
段
後
ろ
か
ら

7
行
目
	
 
浦
野
論
文
●
頁
	
 
⇒
	
 
浦
野
論
文
の
該
当
ペ
ー
ジ

 
	
 5
頁
	
 
上
段
2
行
目
	
 
a
	
 
⇒
	
 

	
 
	
 
４
ペ
ー
ジ
下
段
２
行
目
の
修
正
前
の
ア
ル
フ
ァ

 

 6
頁
	
 
註
3
に
追
加
	
 
（
一
文
で
は
な
く
長
く
な
り
ま
し
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
）
	
 

	
 philokaisar
お
よ
び
philoaugustus

は
と
も
に
カ
エ
サ
ル
な
い
し
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
称

号
を
有
す
る
皇
帝
に
対
す
る
崇
敬
者
を
あ
ら
わ
す
表
現
と
し
て
使
わ
れ
、
直
訳
す
れ
ば
ど
ち

ら
も
「
皇
帝
を
愛
す
る
者
」
と
な
る
。
「
ロ
ー
マ
を
愛
す
る
者
」
（
philoromaios

）
と
同

様
に
、
何
ら
実
態
を
と
も
な
わ
な
い
｢
皇
帝
親
派
｣「
皇
帝
び
い
き
」
を
示
す
表
現
で
は
な
く
、

当
該
ポ
リ
ス
に
お
い
て
重
要
な
役
職
に
つ
い
て
い
た
者
や
集
団
、
と
り
わ
け
皇
帝
礼
拝
に
か

か
わ
る
神
官
職
に
つ
い
て
い
た
者
や
集
団
に
与
え
ら
れ
た
名
誉
称
号
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

L. Robert, “Le culte de Caligula à M
ilet et la province d’Asie,” H

ellenica 7 
(1949) 206-238, esp. 211-212

、
C. Veligianni, “Philos und Philos-K

om
posita in 

den griechischen Inschriften der K
aiserzeit,” in M

. Peachin (ed.) Aspects of 
Friendship in the G

raeco-Rom
an W

orld (JRA Supplem
entary Series 43) 2001, 

63-80
を
参
照
。
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ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
出
土
碑
文
の
概
要
（
五
）
二
〇
一
四
年
度
の
発
掘
か
ら
（
師
尾
）

に
な
っ
て
い
る
。
文
字
高
は
〇
．〇
一
八
メ
ー
ト
ル
〜
〇
．〇
二
三
メ

ー
ト
ル
で
、
ア
ル
フ
ァ
は
水
平
線
が
く
さ
び
形
に
曲
が
っ
た
ア
ル
フ

ァ
（
　 
）
が
用
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ら
れ
て
い
る
。
刻
文
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
の
は
四
行
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
中
央
部
分
の
み
下
方
に
三
行

分
つ
ぶ
さ
れ
た
ノ
ミ
痕
が
あ
る
。
碑
面
の
左
側
に
縦
横
〇
．〇
三
四

メ
ー
ト
ル
の
十
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
、本
来
の
用
途
を
終
え
た
後
、

ど
の
時
点
で
加
え
ら
れ
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も
の
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は
不
明
で
あ
る
。
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五
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聖
堂
南
壁
の
壁
材
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転
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れ
た
顕
彰
像
台
座
と
思
わ
れ
る

碑
文
断
片
（
Ｇ-

５
７
、
図
５
ａ
〜
図
５
ｃ
））

　
聖
堂
南
壁
の
外
側
に
積
み
重
な
っ
て
い
た
瓦
礫
群
の
一
つ
で
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二
〇
一
〇
年
の
調
査
で
Ｇ-

５
７
と
番
号
を
つ
け
ら
れ
て
い
た
石

（
図
５
ｃ
）。
二
〇
一
〇
年
の
時
点
で
は
碑
文
の
存
在
に
気
づ
か
な
か

っ
た
が
、石
が
移
動
さ
れ
た
こ
と
で
そ
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
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最
大
〇
．三
四
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
最
大
〇
．二
九
メ
ー
ト
ル
、
厚

さ
最
大
〇
．七
二
メ
ー
ト
ル
の
碑
文
断
片
。
碑
面
は
、
横
幅
〇
．二
四

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
最
大
〇
．二
五
メ
ー
ト
ル
。
文
字
の
高
さ
は
〇
．

〇
三
四
〜
〇
．〇
三
七
メ
ー
ト
ル
で
、
深
く
く
っ
き
り
と
ノ
ミ
で
刻

ま
れ
て
い
る
。
目
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
底
面
が
残
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
（
図
５
ｂ
）。
文
字
の
残
さ
れ
て
い
る
の

は
二
行
の
み
で
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
読
め
る
。
一
行
目
は

お
そ
ら
く
　
　
　
　
　
　
の
与
格
か
対
角
形
、
二
行
目
は
顕
彰
主
体

た
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
ト
ロ
ス
人
の
ポ
リ
ス
）
あ
る
い
は

（
リ
ュ
キ
ア
人
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
た
る
ト
ロ
ス
人
の
ポ
リ
ス
）
と
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っ
た
表
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の
末
部
だ
と
思
わ
れ
る
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註（１
）
師
尾
晶
子
「
二
〇
一
〇
年
度
発
掘
調
査
に
よ
る
ト
ロ
ス
教
会
聖
堂

出
土
碑
文
の
概
要
」『
史
苑
』
七
一-

二
（
二
〇
一
一
）
一
一
六
頁
参
照
。

（
２
）
顕
彰
碑
文
お
よ
び
顕
彰
像
に
お
け
る
顕
彰
者
と
被
顕
彰
者
と
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
ロ
ー
マ
時
代
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、

J. M
a, Statues and C

ities: H
onorific Portraits and C

ivic 
Identity in the H

ellenistic W
orld , O

xford 2013, 15-62

を
参

照
。

（
３
）TAM

 II 647, 2-3: 

　
　       

　
　
　
　
　philokaisar
お
よ
びphiloaugustus

は
と
も
に

カ
エ
サ
ル
な
い
し
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
称
号
を
有
す
る
皇
帝
に
対

す
る
崇
敬
者
を
あ
ら
わ
す
表
現
と
し
て
使
わ
れ
、
直
訳
す
れ
ば
ど

ち
ら
も
「
皇
帝
を
愛
す
る
者
」
と
な
る
。「
ロ
ー
マ
を
愛
す
る
者
」

（philorom
aios

）
と
同
様
に
、
何
ら
実
態
を
と
も
な
わ
な
い｢

皇
帝
親
派｣

「
皇
帝
び
い
き
」
を
示
す
表
現
で
は
な
く
、
当
該
ポ
リ

ス
に
お
い
て
重
要
な
役
職
に
つ
い
て
い
た
者
や
集
団
、
と
り
わ
け

皇
帝
礼
拝
に
か
か
わ
る
神
官
職
に
つ
い
て
い
た
者
や
集
団
に
与
え

ら
れ
た
名
誉
称
号
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。L. Robert, “Le culte 

de C
aligula à M

ilet et la province d’A
sie,” H

ellenica 7 
(1949) 206-238, esp. 211-212

、C. Veligianni, “Philos  und 
Philos -K

om
posita in den griechischen Inschriften der 

K
aiserzeit,” in M

. Peachin (ed.) Aspects of Friendship in 
the G

raeco-R
om

an W
orld (JR

A
 Supplem

entary Series 
43) 2001, 63-80

を
参
照
。

（
４
）
さ
し
あ
た
り
の
候
補
と
し
て
は
①
テ
ィ
ト
ゥ
ス
帝
の
娘
ユ
リ
ア
・
ア

ウ
グ
ス
タ
（TAM

 II 506, col. I, 1-5: 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　[

ピ
ナ
ラ]

）、
②
ド
ミ
テ
ィ
ア
・
ア
ウ

グ
ス
タ（TAM

 II 559 [

ト
ロ
ス]

）、③
サ
ビ
ナ
・
ア
ウ
グ
ス
タ（T

A
M
 

II 560 [

ト
ロ
ス]

）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
皇
帝
の
妻
と
し
て
で

は
な
く
、
娘
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
ユ
リ
ア
・

ア
ウ
グ
ス
タ
の
可
能
性
が
一
番
高
い
だ
ろ
う
と
現
状
で
は
考
え
て
い

る
。

  

（
5
）A Lexicon of G

reek Personal N
am

es  Vols. I – V.B (O
xford 

1987-2013)

に
よ
れ
ば
、Larichos

と
い
う
名
は
、
ミ
ュ
テ
ィ
レ
ネ

で
三
例
、
ま
た
小
ア
ジ
ア
で
一
〇
例
知
ら
れ
て
い
る
。
う
ち
一
例
は

ク
サ
ン
ト
ス
出
土
のTAM

 II 300,6

（
二
世
紀
）
お
よ
び
ア
テ
ナ
イ

出
土
のSE

G
 26. 128,6 (IG

 II 2 1109 + 2771 + 3412)

（
一
八
六

あ
る
い
は
一
八
七
年
）
か
ら
知
ら
れ
る
同
名
のA

urelios Larichos

な
る
人
物
で
、
小
ア
ジ
ア
で
プ
ロ
ク
ラ
ト
ル
職
に
つ
い
て
い
た
こ

と
、
ギ
リ
シ
ア
語
書
簡
長
官
職
（ab epistulis G

raecis

）
に
登
用

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
両
碑
文
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。
ト
ロ
ス
出
土
の

碑
文
に
あ
ら
わ
れ
る
同
名
の
人
物
が
同
一
人
物
で
あ
る
と
断
言
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。A. E. 

R
aubitschek, “C

om
m

odus and A
thens,” H

esperia  Suppl. 

8 (1949) 286-290, J. H
. O

liver, “The Sacred G
erusia and 

the Em
peror’s Consilium

,” H
esperia

36 (1967) 332-333

を

参
照
。

（
千
葉
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科
大
学
商
経
学
部
教
授
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図 1c 

 

  
図 2a     図 2b 
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図 3a    図 3b 

 

    
図４a   図 4b     図 4c 

 

     
図 5a     図 5b    図 5c (G-57, 2010 年) 
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The Basilica Project, 2014: Inscriptions

MOROO, Akiko

　　In 2014 we found five inscriptions during the removal of rubbles 
and soils in the southern external area of the basilica. A brief descrip-
tion and their photographs are posted.
　　Four of them are honorary inscriptions and were reused as wall 
materials for the southern wall of the basilica. Inscription No. 1 belongs 
Inscription No. 2 of 2010 report, and it positions at the right side of the 
latter. The title of ‘philokaisares kai philoromaioi’ is notable. It is inter-
esting to see the name of Aurelios Larichos in Inscription No. 3 because 
a person of the same name and of the same period is known from TAM 
II 300 and SEG 26. 128. An altar grave reworked as a kind of a basin 
was also unearthed.


